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　駿河湾を含む東海地方東部で爆破地震による地震波速度変化の観測が計画され，1977 年 3 月

にその第 1 回目が実施された。これと同時に静岡県西部地域の地殼上部構造を調べる目的で屈

折法地震探査を実施した。ここでは地震探査の概要と解折結果の概略について紹介する。

爆破点および観測点の配置を第 1 図に，観測点名を第 1 表に示す。構造探査の測線は SP. Ⅰと

SP. Ⅱの間，約 52Km で，14 点の観測点を設けた。SP. MI は速度変化観測のための爆破点で

あるが，測線の遠隔爆破として利用した。ただし測線上で観測したのは 7 点で，他は速度変化

の観測点へ移動した。

　得られた記録のペーストアップを第 2 図～第 4 図に示す。初動走時は，数人の読み取り値を

もとに決定した。第 5 図（ 上部 ）に走時曲線を示す。第 3 表の速度区分をもとに解折した結果

の地下断面図が第 5 図（ 下部 ）である。特徴点としては，第 2 層（ 4.4km/s ）が東南に向って

層厚を増す傾向にあるのに対し，第 3 層（ 5.4km/s ）は逆に減少し SP. Ⅱ付近ではほとんど消

滅してしまうように見え，第 4 層（ 6.0km/s ）までの深さが浅くなることである。なお第 5 層

（ 6.8km/s ）については，片走時が部分的に得られているにすぎないので厳密な解析はできな

いが，真の速度を 6.8km/s とし，SP.MI 付近の構造を仮定した場合の結果を図示してある。

（ 地震波速度研究グループ ）
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第 1 表　観測点名
Table 1　Seismograph sites

第 2 表　爆破データ
Table 2　Data of explosions

第 3 表　速度区分
Table 3　Apparent velocities of layers
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第 1 図　爆破点および観測点の配置図
Fig. 1　Map showing location of explosion sites and Seismograph sites.

第 2 図　記録のペーストアップ⑴
Fig. 2　Example of seismograms.（1）

第 3 図　記録のペーストアップ⑵
Fig. 3　Example of seismograms. （2）
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第 4 図　記録のペーストアップ⑶
Fig. 4　Example of seismograms. （3）

第 5 図　走時曲線および解析断面図
Fig. 5　Travel time plot(upper) and model of crustal structure （lower）.
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